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磐城粘土調査報告
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・1）、調査区域は常磐炭田の一部である石城郡赤井村附

近（赤井区域）及び双葉郡広野村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　＊鑛床部一

　　　地質月報第1巻第、5號

，木戸村（広野区域）であ
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つて，両者の中聞地域には稼行に耐え得る郊き艮質粘土

暦の存在が予想されないので調査を行わなかつた。

　2）　耐火粘土暦は主として先第三紀に属する基底岩類

上に不整合関係を以て存在する第三紀下部來炭暦中に石

ゾ



、

炭暦或は頁岩暦と共に存在し，SK30厚上の部分つ厚さ

は赤井区域で0．1～0・68m，広野区域で0・13～1・60m

、である9

　3）　ごの弛に白水砂岩層及び上部來炭暦中の炭層に俘

つて耐火粘土暦が発達しているが，概ねSK28程度で且

つ厨厚が薄く軍独に稼行する事は困難である。更に基底

礫岩・砂岩暦中（規模が小さくて稼行の対象とならぬもの

’ぷ多い）或は下部來炭層の花嵩質砂岩中に所謂蛙目粘土

の発達している事があるが，これは石英粒が非常！こ多く

　　　　　　　　　　　　　　タ
て， この盤では良質耐火煉瓦原料としては使用出来な

い。但し蛙目粘土は今後探鉱の進捗に俘つて鉱童が糟加

する可能性があり，且つ原土の儘にても耐火度SK33浸

・達するものがあるから，「将来はこれの水簸を行うべきで

・あろう。

　　　　　　　　　　　　　　、　　　l
　I4）’両区域とも明治年代より蓮続して稼行されていて

　山が荒れている関係と，残存している部分でも粘土層の

厚さが薄くて経済的に採掘出来ぬ所が多い爲に・予想鉱

、、量は次に示す如く多量であるが，可採率は非常に少いも

　のと予想される。
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　5）赤井区域に於て将来最も嘱望される地域は，品川
　　　　　　　　　　　　　　フニゴウ畑子沢の南部・日曹区域・下居合・大平・般生及び旧幅

島炭鑛の北部で，広野区域に於ては大国本炭鑛と品川北

都鉱区め中聞地帯を探鉱する事と二本椚と大鶴沢の間の
　ズ
残存部の坑内掘を行う事である。両鉱区を比較すると赤

井区域は既に老衰期にあり，広野区域は肚年期末にある

と云い得る。

　　　　　　　　1緒言
　嚢に日本に於て，最も優秀な耐火粘土産地と称されて

・いる岩手縣下閉伊都岩手窯業鉱山の精査を実施した所・

予期に反し七SK：34域上の良質耐火粘土の鉱量は極め

て少麟：かつた事は既に報告した通りであるo

　一方現在の情勢渉ら甥断して熔鉱炉炉底煉瓦に使用し

得るが如き良質耐火粘土を職前p如く多量且つ自由に外

國より輸入する事ぽ出来難く・，将来ξ』5しても國内資源

、に依存しなければならず，これが爲には各粘王産地の精

査を実施して，耐火粘土の耐火躍別鉱量を算定する事が

必要である。

　本調査は斯る主旨の下に，略和24年蜴月13研より

両25年1月6日に至る25、日間に亘つて編島縣石城郡赤

井村附近一帯（赤井区域）並に同縣双葉郡広野町及び木戸　・

村（広野区域）の2地区に対して実施したものである。赤

井区域と広野区域の中間の久之浜区域に於ては中生暦が

海岸：線附近まで迫つていて第三紀層の分布が割合に狭い

事と・粘土暦の発達が良好でないと云う資料があるの

．で，今回の調査では該直域を割愛した。赤井及び広野両

区域に於ては粘土鉱山として現在稼行している所は少い

が・・主要耐火粘土厨が下部來炭層中に賦存しているの

で，各地の石炭採掘坑道を調査し，この結果を試錐甚及

び地表調査の結果に加味し，ご～に報告する次第であるq

　今回調査を実施するに当り，各種の試験に対して絶大

の便宜を計つて戴いた東京工業大学山内俊吉教授・品川

白煉瓦株式会祉服部梅雄工場長・伊聯正健技術部長及び

富永十郎鉱山主任に対して深甚の謝意を表する，ものであ

るO　o

　　　　　　2　泣置及び交通

　赤井区域は福島縣石城郡赤井村及び上小川村の一部で
　　　　　　　　　　　　　　ジヨロジュリ
あつて，磐越東線赤弗駅西微北約3kmの常佳より，同

北微西約8kmの高崎までの夏井川の西岸地区である。

この地区は第三紀來炭麿の分布区域であるから，小炭鑛

　　　　　ゆ，が多数分布して居り，石炭輸邊用のトラック道路が山頂

澁くまで完備している爲に蓮搬交通共に便利である。当

区域内で現在稼行している唯一の粘土鉱山である品川白

・煉畑子沢鉱雌常住の南西掬3P・m碗龍在り，ノー

こ玉より赤井駅まではトロ馬車軌道の設備がある◎・

　’広野区域は編島縣双葉郡広野町及び末戸村に在り，常　　’

磐線広野駅及び木戸駅の西方であつて南北約6km，東f

西約2km・に亘る地域である。

　当地区にも炭鑛が散在し七いる爲にトラック道路の発

達は良好であるが，第三紀層の基盤に近い來乗層（含粘，

土厨）が粘土箪の砂岩及び頁岩から構威されている関係

上，降雨に際会するとトラックの通過が困難となる。品

川北部鉱区では略々木戸川に澹つて敷設してある営林署、

の材木蓮搬用軌道を借肘して鉱石を輸邊しているのぞ，

降雨による蓮搬の杜絶に配慮する必要が無い。

苦　主に贔川白煉瓦株式含砒にて行つたものであるo
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　　　　　　　3地形
　赤井及び広野区域共に阿武隈山地り東端に婁り，同山

地を構成する各種古期岩類の上に不整合に沈積した第三

・紀暦を塚て構成された地域である〇　一

　山形は、ラ仕年期の地貌を…呈しているカ㍉余り急峻でな．

く，交通の便に資する所が大である。

4地質
調査区域内の第三紀暦は古期岩類上に不整合に誰達し

　　　　　第・　1　　表

岩　 督　 名

　　　　＼、

亀

基底1礫岩砂岩暦
下部爽炭暦（含粘土暦）

白　水　砂　岩
上部「爽葭炭層
石　城　砂　岩
．浅　貝　砂　岩

層　・厚（m）

赤井区劇，広野区域

，0～睾0

0｛42（1）

2｛’35

1’》6（1）

13ん8
16’》12＋（1〉
！27－62（、一2）

f　・16±（1）、

（）内は主要炭暦数
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　　　　　　　　　　・箋…

・〆1華・謬，

，識
　　　　　　　　　　　　　／，、　　　　　　　　ず　　　　　　・・挙塊・夏荊
　　　　　　　　　　　　　、1一
　　ロ　’m　，　1

たものであつて，下部より第乳表に示す如く区分する事

が出来る◎

　赤井区域は第三紀蒔代の海岸1線に近い所であつたら．し’

く，基底の花崩岩及び角閃岩類の凹所に第三紀層が不整

合に累重’して残存しているが，各磨の層厚が所によつて

非常に異なり且つ基盤岩類が暗礁として凸出している部．．

分に於ては，その不整合の影響が上部爽炭層にまで及ん

宅いる。・印ち猿倉川以南（今肇赤井南部区域と記す）に於，

ては基盤の不整合の影響は概じて少く，第三紀の上記の

如き順序を以て沈積しているが，猿倉川塚北，謡島入坑、

以南（今後赤井中部区域と称す）に於ては，下部來炭暦は

非常に薄くなつて石淡暦畳を欠きヂ耐火粘士暦と蛙目粘

土層のみよりなる厚さ0。8～2。O　m程度の薄履と化して

しまう。かxる場所に於ては，これを不整合に被覆する

白水砂岩層も聖常に薄くなつて通常2㌻8mの厚さを示

すに過ぎな、・。

　更に福島八坑以北（今後赤井北部区域と記す）に於ては　’

下部爽炭層を全く欠除し，白永砂岩暦が基盤岩類上に直』

接不整合に重つている。從つて，主に下部爽炭暦の石炭

暦の直下に発達している耐火粘土暦の期待出来るのは，

赤井南部及び中部区域であつて1中部区域に於ては部分

　　　　　　　ゆ的ではあるが基盤岩・の暗礁の存在により第三紀暦の分布

範囲内であつても粘土暦を欠いている所があるb

　暗礁の水成岩1こ及ぼず影響には次に示す如き場合があ

るo

　広野区域に於ては，赤井区域と異なり第三紀層が基盤

の花闘岩，緑色変成岩及び中生層の東側に略々南北の走

向を以て東傾斜に連続して発達して居り，基盤の暗礁に　一

よつて各暦の暦厚が変化してい為場合は認められない、

が，全般的に云つて毒部より北部に進むに從つて暦厚が

薄くなる傾向があるq

　粘土暦は下部爽炭犀中に存在するものが良質である

が，その他に白水砂岩及び上部來炭暦中の石炭厨に俘つ

て薄い粘土暦が発達レている所もある，然し乍らこれ等

は概して耐煙が低く，SK28前後であるび
　下部來炭雇中の粘土に就ては章を欧めて詳述する。1

　　　　　　5地質各論
　1・基底岩類　　　　　　　　　　　　　．　．

　両区域を通じて，第三紀層の基底をなしている岩石は

黒雲母・角閃石花嵩岩，角閃岩及び緑色変成岩類であつ・

て，広野区域にほこの他に双葉白璽綿暦が発達しているQ

　2．’第ヨ紀層

　常磐炭田区域Q第三紀層は阿武隈高原を構成している

古期岩類を不整合に被覆し，且つ相互に不整合関係を有

第1圖　調査臨域圖 愚　主に粘土層の上部に接して存在しているQ
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繍暦鷹麗雫綴辱

のルアヨいめ
幽量底灘冒

　　L＿＿＿一＿一即『

一
す る白水統g湯長谷統及び白土統から成つ・

ているが，今回の調査では耐火粘土に関係、

の深“白水統下部暦の精査に主力を注ぎ，・

他の岩暦に 就ては全く誕査を行わなかつ

たo

　赤井区域では基盤岩類の削剥面上に薄く

第三紀層が沈澱した区域である爲と，調査・『

の対象である耐火粘士層が第三紀暦の最下

部近くに存在している関係上，不整合面附

近の調査を主に行う事になつた◎

　粘土暦及びどれに関係の深い岩暦を追跡．

す為と赤井中部及び北部区域に於て1零華底

礫岩・砂岩暦を欠く場合が多く，且つ中部

区域に於ては下部來炭暦と，これのよ倖の

岩層との間に局部的不整合関係を認めざる

を得ない所がある。

　元来白水統は阿武隈山塊が徐々に沈降し、

つエある期閤に，その東側の陸棚に瀕海暦・

として洗澱したものであると云われている

が（重），この考え方と上記の事実から考察す

ると海浸の程度は南部の方が北部より早一

く，且つ中部区域に於ては下部來淡暦の沈

積後か或は沈積中に，少くとも現在の基盤．

の暗礁が海面上に露出する程度の海退が一・

度あつた事を予想し得られる。叉北部区域　一

に於ては，白水砂岩の状態から考えで，初、

夢から下部來炭層が沈澱しなかつたのでは

なくて，一度沈澱したものが中部区域と同

様に隆起して・該暦が殆んど全部浸禽虫創剥

されたものと恩われるo

　斯の如く上昇した土地は再び南部区域が・

当・時沈降していた程度まで比較的急激に下「

降したらしく，不整合面上に礫岩層等の沈．、

積している場合は認められないo’

　上誰g推察は総岱て基盤岩類の露出して

いる地域に近い第三紀層に就てであつて，

夏井川流域の神積暦下の如く基盤岩より遙、．・

かに離れた所及び広野区域に於ては，下部

，爽炭層より上部來炭暦に到る各暦が整然と

沈積している。

第2圃　赤井地質圖

　a）　基底礫岩。砂岩麿

本層は礫岩及び砂岩より成り，時に少量

の頁岩層を挾んで居り，厚さは赤井医域で・

’
0 ～40my広野区域で3～8mである。・

づ

（1）　渡避久吉ピ常磐第二匿地軍説明書
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　一！沖瑞層
　匿］洪積虚
　匡雪淺貝砂岩

　劃石騨岩
　蓬魏上．部蛾屠

　署白水砂岩
　§§下融鞭
一薩勢基嫉岩・礎

’皿皿抽礎
　巨…笠松砂岩

　馨雛　囮花愚岩
　覆縫岩類
　駄．粘土露張
　、㌘一一石炭露訟
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塾馬，懸
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x

　　　　　ヌ　　赤井区域に於七は大平・大倉・諏訪原西方1．O　km、

　　Φ地域に良好な発達を示しているo

　　礫岩は花嵩岩の拳大乃至人頭大の礫で，礫の聞隙

　　は花崩質砂粒に』よつて凝結されている。砂岩は総べ

　　て粗粒乃至細粒の花醐質砂岩で，部分によつては砂

　　岩中の長石がカオリナイト化レている場合が劾，

　　大倉・大平・常佳附近の蛙目粘土の一・部はとれに属

　　するもりである◎か』る場合，鉱体は長径20m内

　　　　　　　　　じ　　外の扁豆状形態を呈しているのが普通である㌔

　　．広野区域に於ける礫岩暦ほチャート・石英・砺岩

　　等の長斧錦em，程度の礫を含む硬質のものであつ

4　P　て，連続性が乏しい。砂岩は花歯質で，非常に石英

　　・粒に富んで居り，蛙目粘土と称し得るものは存在し

　　，ていないo　　　　・

　　　b）下部來提層
　　一主に頁岩或は砂岩，頁岩の互暦から成り，11～4居

　　の石炭暦と耐火粘土暦を來有している。本暦の厚さ

　　は赤井区域の常住・大平・諏訪原・木戸石・吉野作

　　等に於ては1～4m，猿倉・章王等に於ては1～10m

　　であ蚤が，’東方の地下深部に於ては暦厚が増加し，

　　日曹炭鑛の夏井川滑岸に於ける試錐の結果では厚さ

　　12mに達している。一方北に進むに從つて本暦の

　　暦厚は基底岩頚の表画の凹凸によつて支配され，・非

　　常に不規則であって，山田坑にて0・3m，森島坑に1

　　て0．5m，品川編島坑にて2．6m以上に及ん宅い

　　る茄更礁北方の北の前ガ面に於ズ揖本層は全く染

　　を潰しているo
　　・來炭層に特殊の場合を除いて・上部は頁岩・砂岩・『

　　右炭・耐火粘土の各層が多く，、下部は花崩質砂岩に

　　富み，所謂「蛙目粘土」と化している部分が少くな

　　いb
　　　全般的傾向として，南部区域に於ては本暦中の石

　　炭も粘土も良好であるが，中部区域では石炭も粘土

　　層も何等力1の欠点を有する様になる。特にこの石炭

　　の劣化する傾向は著しく，中部区域では下部來炭暦

　　仁属する石炭暦を採掘している所は殆んど無い。　・

　　　広野区域に於ける本暦は北方に進むに從つて薄く　．

　　なつて居り，粘土麿は南部でば本暦の最下部に，北

　　部では最上部に発達しているdこれと同時に炭層は

　　北ド行くに從つて薄くなり・山田岡坑以北に於ては

　。本騒中の石炭を稼行している所はない。文花醐質砂

　　岩の発蓬も見られるが，赤井区域に於ける如き蛙且

　　粘土の莞達は認められない。』

　　　c）白水砂岩・

第3圃　廣野地質圏
＊大牢以外のものな余り重要でなく、良質部＆殆んど採掘し霧さ

れている場合が多いo

〆

1
5
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　主に帯緑・精青輸色・友白色乃至褐色の砂岩より成り，

中部及1び下部に礫岩暦を俘つているo赤井区域に於ては

砂岩の一部は細礫質叉嫉含礫砂岩の場合があり，中部1こ　、
タイ

f帯炭』と称する薄い石炭層を挾んでいる。本砂岩の暦厚

は2《・35m・で託部で薄く，策部及び南部では厚い。

　広野区域に於ては，砂岩り大部分及び頁岩が粘圭質で

あつて，層厚は27ル62mあり，中央部より稽々下位の

所に2暦の石炭暦奪挾んでン・る。最下部の礫岩暦と中央

細礫矯が競に騨のあ魏のであ？て・伺禍粘
板岩曾角岩。珪岩等の径3cm以下の円礫から成つてい

るo

　a）上部來撰麿
　赤井区域に於ける本暦は，頁岩・砂岩・石炭及び石炭

暦の間に発蓬する薄い悪質ゐ耐火粘土から成つている。

F石炭暦は南蔀では良好でないが中央部では炭質が稽々良　。』

・好とな唖部区廊主に稼行されているのは・こ鱗層

である。粘土暦は品質力§良好の時は層厚1が薄く，厚い時

には耐火度S耳28程度であつて，嘗つて粘土層として　．

稼行ざれた事はない。叉将来も本暦中から稼行に耐え得

る様な良質の耐火粘土暦が発見されるとは思われない。

　広野区域に於ては，砂岩’・含礫砂岩及び礫岩を主とし

て居り，3～4層の石炭層を挾ん宅いる・炭層の間に挾み

として薄い耐火粘土暦を俘づている場合も南るが・経済　，

的慣値が無い。本暦中の炭暦は山紫坑・山田岡坑にて稼

行中であるが炭丈が薄く且つ炭質も良好でない。

　　　　　　6粘土層
　1．赤井匪域
』粘土暦は下部來炭暦中に砂岩・頁岩・石炭・炭質頁岩

及び蛙目粘土等と共に禿達して居り，最も標式的発達を

示している品川畑子沢に於ては第5図に示すが如く，石1，

炭暦の下部に接して存在して居るのが普通であるが最も

品質の優良である白色粘土暦を欠く場合が多い◎

　粘土層の各蓬地に於ける卒均層厚は第2表に示す如く

である。

　　　　　第　2　表
地
．

名

品川畑子沢

日碧鉱区

木戸石
大・ギF平

下居合
大　　沢

隊臼色粘土，憤隼粘土
0。参8m（SK32）」0・3伽（SK33）

　　　　I　O．10血（SK33～・3壬）
6．22m（SK33）・1

。．60m（SK3、）1

0。15m（SK33）1

・．30m（SK3・）1

蛙i目粘土は暦厚手均0・2’一1・5m』程度で耐零度はSK

28～33である茄この儘鰍甑原料とレ、て使用する

のは多量の石英粒を含有する爲に不可であると思われ　，

る㌔

　これ等の粘土の他に．上部爽炭暦に付随した粘土暦や下

部爽炭暦の炭暦の挾みとして発達している粘土層があ『

る。前者は耐火度SK28程度であり，後者は耐火度SK

30に淫するが，概して薄暦であつて軍独に稼行す確冨

は困難である。結局当区域で稼行の対象となる粘土層は　、

下部i爽炭暦中に存在するもの1丈であるoこの稼行出来る㌧

、粘土風赤井北部区域には擁せ弘蝉区域磯璽
基盤ば角閃岩が発達している爲か，粘土中に鉄分が多く

て，その艦焼成すると製品に褐色のi斑点を生ずる。從つ’

て生粘土を直ちに煉瓦に使用する事が出来ず，品川白煉

に於ては一慮1シャモットに焼成して：から使用しているo

　叉基盤に暗礁の存在する場合は下部來淡層が薄ぐな

り，1精ゴニ暦もこれに從つて薄くなるか，更に極立島な場合

には全く存在しなくなつてしまうQ從つてこれと反対に～

暗礁の潜在の可能性の少い夏井川流域に於ては，厚い粘　’

土暦が発達しているのではないかと予想されるが，事実

は全く逆で，試錐の結果では日曹鉱区内に於ても・小玉

川方面に於ても粘土暦は地下深部に進むに從つて薄くな

つているo’　　　　　　　　　　　・

　上記の事実と既採掘の欺態から到断して，将来稼行の，

対象として期待出来る区域はヲ品川畑子沢の南部・日曹

区域繰・下居合・大早・船生・旧福島炭礎の東蔀であつ

て，諏訪原・木戸石・猿倉・早石あ諸区域はSK：33程

度ゐ粘土を産出するの窓あるが，從来乱掘されているか

ら多量の鉱量を期待する事は出来ない。

　蛙目粘土榊京地区の蛙購鉱りも蓬興鉱擁賊、

上花歯岩に近い性質を有するものであつて，品質も高級．・

耐火材原料として好適のものとは思われないo品川畑子

沢・諏訪原・下居合等1こほ耐火度SK3外に達する蛙

，目粘土1暦があり，その厚さも0・32《4・50mにi達、してい

るし更に大雫地区等には多量に存在する事が予想される

が，現在余り稼行されていない。　　　　　　　　　㌧

　2．廣野匪域・

　粘土層は下部來炭暦中に砂岩・頁岩・含礫砂岩・礫岩

　　　　　ひ・石炭及び炭質頁岩と共に存在しているQ本区域に於て

は赤井地区と異つて，夫々の地点によつて粘土展の発

達状態に多少の相異力1あつてドどこ参最も標式的の発蓮

・を示しているのか分らないが，下部爽炭暦が最も良好な

発達を示している二本椚附近の粘土暦が代表的なもので

あるとするならば第6図に示す如き暦序で成暦している、

栄　品川白煉瓦株式會祉に於ては顕今後蛙目の水簸物を耐火煉瓦原料と　F

　して使用しようと計叢しているo

蕪　日曹にて石炭の採掘をしている坑道を利用するo
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噛品川畑子沢

小田炭砿

歌環謡響，驚
ヤ＋藩．誉筆澄轡”

z・惹

一

へ

笥

　　　　　　　　一最上部粘土層

　　　　　　　　．悟砂　岩

一一一　　　　山　　　　　　　　　頁・石
　　　　　　　　　吻口　　灰
　　　　　　　　～上部粘土層「

z　　、雅夢／／

奪疇1葡　＋無　　＋・
　　十　　　ロ　1
＋＋・＋丁囲＋＋＋斗

　　　　　　　　一中部粘土層

＿一！　　　　　　　、
一』下部粘土層

下居合
、ヤ艇くぐ

．．、＋＋＋＋＋＋＋響疇
つ
墨 底研岩砂岩層

　　　　　　　　噛山田坑・

　　酷・　　　　　’臨勲
＋＋＋＋㌧＋隙

松木坑　　亀

と云い得る。

　　　十
　十　　　　　　十
十　　十　十　　　　十：

第　　　4　　　圏

　下部粘土暦は当地域最良の粘土層であつて耐火度SK：

33～34にi達するが，山田岡坑以北に於てば層序的に云

つてこれに相当する粘土暦は無い。

　中部粘土暦は鉄分が多くて余り良質でなく，所によつ

てほ・SK：28～32の耐火度を示すが，多くの場合は砂粒

が混入して頁岩質に変つてしまつて居り，本当に艮質な

のは粘土層中の瓢0～20cmの薄い部分であるo

璽石㌧・炭
　　　　　　　　　灰色粘土

△　　△　　△　　△

　　　　　　　　畦目粘土△　　△　　△　　△

　　　　　　　　白色粘土
△　　・△　△　　△

△　　△　　△

十　　　十　　　十　弊　＿　＿
　　　　　　　　　化　　岡　　石
　十　　十

第　　　5　　　圖

　上部粘土暦と云あのは中部粘土暦の上に発達している

石炭屠と関係の深い粘土層の総称であつて・多くは挾み

として淡層の間や，その上・下盤に薄い昼として存在し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
ているに過ぎない。

　　　　　　　　第　　　6　・　圖

　　　　　も　耐火度は通常SK2S～30崔度である・

　これは層厚の点で箪独に稼行出来ず，石炭等≧共にな

らば辛じて経済的に採掘出来ると思われる・

　最上部粘土厨は層序的に云つて，南部から北部に亘つ

て連続存在している唯一の粘土層である。

　これは多くの場合砂粒に富んでいるが，部分的に細長

い扁豆状叉は暦駄を呈して砂粒が乏しく耐火度が高喝・部

分があり，これ等は南部では幅が薄いが北部では厚くな

り最大2・40mに達す石。．

吠日本炭鑛・旧露天・贔川北部等に於てほ特に砂分の

少い部分を抜き掘りしてい為が，これ等の中間地帯は全

く探鉱されていない。

　粘土暦が連続性に富む事から考えて，未探鉱地区から

も将来砂粒の含有量の少い部分が発見される可能性が大

であり，特に新斜坑・品川北部聞は注意を彿う必要のあ

る地幣であるo

　域上の下部來炭層中の粘土暦の他に，白水砂岩中の本

暦石塗暦の下部及び上瀞來炭居中の石炭層に付随しズ粘

土暦が発達している事があるが，何れも耐火度がSK29

第　　3　　表

地　名

　小　　松

⇒本椚
・鍋寡沢南側

灰鶴沢附近

以上平均

李均層厚　（m）

SK：

34以上

0．13

0．20

0・絹

山田岡坑

大日本炭鑛

山 紫坑一

旧露天
品川北部

SK　lSK
34一～32132一冴》30

0㌧28

0．80・

0．48

0。20

0。44

0。50

0．50

0．40

1．10’

1．25

1．00

0．80

0．76

4・1．00

1．00

1．10

1．60

0。47

SKl、

30一以下

1．60＼

2、30

2戸00

工．47

2。00

3．GO

i延長
（m）

～

　1，400

　㌧

100

110

170

、120

100

’
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第4表
　の
磐城粘土化学成分 ◎　鋤

位 置

赤井村品川本坑左1片

　　　〃
　　　　〃
　赤井村加納露天掘

　赤井村船生坑
F
木 戸村品川北部区域旧坑

　　　、〃
　木戸村山紫・坑

　木戸村本坑
　木戸村旧幅広炭鑛附近

1
・
蛙 目粘土

SiQ2 Al203TiO2

46．42

8t．38，

必。76

49．94

47．31

、52．81

41。17

49．39

78．62

67．69

89。45

30．66　0．80

9．46　0．15

　136。03　0。40
　　27．5110．51

30．12　0，68

　t29．12　0．76

　t30．45　1．70

　／
271541幽

　し13．37 、一

21．01　＿

5．7210．43

Fe203 （）aO

1．50

G．75

0．95．

1．15

1．66

2．14

1．35

3．39

1．52

1．42・

0．82

0．50
－0．13

0．6t

O．56

0．60

0．31

0．54

1。98

0．40

0．51

MgO Na20
　l
K：2qII20（占） 19・10ss

0．370．261．21　3．2814196

0．120．243．07　0・66　3・96
0．370．30G．3G　3，36　12．99

　　　　　　　　　　／0』170．552．14　3．56　13・90

0．370．411．25　4、31　13・14

0．200．370．10　3、55　10170
0．42：0よ130．12　5。58　12・71

　　　　　　　　2・33 0・3翼0・12　　14・65
　　　　　　　ヤノ　じ0．42．0．45ro．4針　　5．09

　　　　　　　　0。49， 0畢12　，0．18　　　　　　　8。85

0．12　i　O。12　1・tr． 10・03 　2。η

Tot＆1

99．96

99．92

100．07

，99・99

99．85

109．06

100．17

100．11

100，28

100．27

1100・12

耐火度
SK

31・

3生

31

27

31

27

上あ7個は今回探集した試料g分析結果他爾4個は平山健の報告書（速報第63号）による。

　　　　　　　分析者は何れも地質調査所化学課

場下で且つ厚さが薄くて繹済的債値が無い。　、

稼行の対象と訟る粘重暦の各地に於ける平均の厨厚及

び延長を耐火度別に示すと第3却こ示す如くである。

　　　　　7、化学成分　（第4表参照）

　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　『8鉱量、、
耐火度別鉱量算定を行うに際し，記載の便宜上SK3壬

域上のものをA・SK34一架32のものをB・SK32一～30．

　　　　　　　ぴのものをq‘SK30一以下のものをD≧略記し，比重は

総べて2．5と見倣し七あるρ又特に記載してないものは’

総べて下部爽炭暦中の炭層の下部に存在する粘土層の鉱

量を示してあるo

　玉・赤井琿域．

’約40年前より品川白煉瓦株式会泣が耐火粘土層を採　r

掘喉けて励・・更に礒風從来㍗4販餅郷
れβ現在は残桂掘（残柱式採掘法の意昧ではない）をして

　　　　　　　　　　　　　　タいる有様である。從つて粘土の操掘跡附近は勿論，炭暦

に接近している粘土層を敢めて探掘する事は坑内保安上

極めて不利であり，ドこれに加えて粘土の山元償値がt当・

り400～1，000円の安値であるので暦厚30cm以下のも・

のや，地下深部で湧水量の多い所のものは経済的に稼行

．1出来ない。

　鉱量は次に示す如く多量予想される’が可採量は極めて

少く1全区域を通じて李均10％程度であろう。・

第　5　・表

耐

火

粘

・・曹｛関羅

木戸石同上，上部來
炭暦中の炭層
の上部の粘土
大平南部

土

下居合
　　．』　ゴ

艀生1，　1

猿 倉｛

猿倉炭暦間
の挾み

大　　沢

大　　倉

編島旧坑

　ヴ
同上炭暦間
の挟み

平　　石

ケ

ヴ

23，625

〃

5，400

36ゴQOO

118，800

　ケ

グ

；77・000

　〃　一

177，000

0．22

0．40

0．60

015

0．12

0．48

0。60

ゆ

30

30

3G

30

0．10　40

0．40／40

0．15

2器鵬
54鶴。。。i。．2。

，ヴ

ケ

0。52

0．54

16，20010．10

ヴ

〃・

0．20

0．20

／

404

30

30

30

30

30

30

51，750

4：6，575

‡08シ675

3，898

B
C
I）

B

237625　，1）

2，439

3，050

10，692

・142，560

179，200

17才709

70ン800

・277550

12，150

270，000

CP
B“

A・

・c

』D’

B
c
］）

C
1）

71，000『B

210，600

218，700

1，215

27430

零，430

“C

1）

B

C

D

地躯轡騨騨網麟，

．
．

品川畑子沢｛箸塑ooil：器。ll耀信・

‘

綱懐i講1難1蕪
SK34以上： 10，692≒エ×104t’
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第　6　豪

蛙

目

粘

土

「地　名

晶川畑子沢

諏訪原
　〃1
大平南部
大平北部

下居合
平　　石

賦尋面積

　m2
暦厚残存率

m
276，48010・32

18070000・50

　〃　　1．00
5，400｛1．30

84，375LOO，

36，0000．60

16，2002．00

％

50

30

30

30

予想鉱量、耐火

　t’凌別
138，240

22，500

45，000

57265

210，938

16，200

24，3σ0

c
B
c
c
D
B
D’

惚
，

計鰹議ii難撫
　　2・廣野厘域

　大鶴沢以南の区域は露天掘及び境内掘で良好な部分は

．大孕採掘されてしまつているので・今後再び稼行に着手

’す為場合には相当の丙難を俘うであろうQ

　大鶴沢より山田岡貌に至る間は良質の粘土暦の露頭が

存在していない爲か，嘗つ七採掘された形跡は無い。　F

　本坑以北の区域には良質の粘土暦が局部的に散在して

いて・それに漕つて露天掘された跡が数個所にあるが・・

　それ等の中問の広い部分は未探鉱地帯である。

　かく4）如く未探鉱地帯が存在する事と地質構造が簡軍

　　　　　　　第　 7　表
　　　　　　　　　　　ド　　　　チ　　　　　　　　　　　　　　　暦厚i残存率予想鉱量耐火　　　　　　賦存面積　　『地　名　　　　　　　　　　　　　　t　度別　　　　　　　1n2　　　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　m

で粘土層の堆積状態が基盤の暗礁等の存在によつて支配

一されていない事によづ七当区域の可採率は赤井区域より

高く，平均30％には達し得るであろうげ

　次に示す予想鉱量の中SK30一塚下のものは探鉱の進

捗に俘つて塘加する事があると推測されるが，数値に格

段の差を生ずるが如き事は無いと思う◎

3結論

〆

耐1南綱

　　　　　吐

　畑岡坑｛
火1

粘

土

1
山
紫
吋

畑圃
旧露天掘跡

品川北部／

280，000

　グ　、

　ケ

　〃

’5，000

μ

17，000

〃

5，500

グ

〃

．距6，000

S，000

ゲ

0．16

0，44

Q．76

！．47

　／
0。50

1．00

0．40

1．10

0．50

1．00

2．00

1．60

1。10

G．47

40

ヴ

　　　44，800；A

122，400i豆
2・2，8・・tc・

41i，600D・

　6，250・B

12，5GαC
17，000…B

46，750iC、

　　ド6・815iB

13・7・Olc

．27・500円

、24・000R

22，000壌

　9740α〈）

　　1

　赤井，広野両区域を通じて，、稼行の対象となる粘土暦

は何れも‘下部爽炭層の石炭暦の下部に賦存するものであ　・

・つて，耐火度は最高SK訂に達するが，大部分のもの

はSK30前後である。、

　．鉱量ば前述の如く多量予想されるが1粘土暦と極めズ

近い聞隔を距てて存在する炭膚が多くの場含採掘されて

しまって秘・・る事，粘土の厨厚が概して薄い事及び赤井区

域に於ては基盤の暗礁の存在によつて粘土の賦存状態が

一様でな㍉・事等の原因によつで可採率は雫均10～35％　　　・・

と推定され，粘土鉱山としては批年期末期乃至老年期に

属するものと思われるo

．然し乍ら赤井区域の南方である常磐炭田六坑々内及び

高萩地方等には，層厚は10cm程度であるがSK3醤；

’達する良質粘土暦が広範囲に発達して居り，更に木戸川

北部の相馬中村方面にも良質粘土層の存在が予想され・

これ等は未稼行炭暦に接して発達しているので・炭暦と

共に採掘する事が可能であるσ今後はこれ等め地方の調

査を行い・耐火材原料の確保を期すべきで勘る。

　下部卒炭暦中乗嫡基底礫岩・砂岩暦中に存在すう蛙目

粘土は耐火度最高SK33に達するものもあるが・大部

　　　　　　　　　ノ．、分ほSlK：30以下で且つガオつナイト化が余り進行して

いないのでごの儘では利用範囲が狭く，将来は水簸等の

処置を講ずるべきでおろう。

　これを要するに，所訥「磐城粘土」は耐火材原料として

は極めて良好な諸性質を具備しているのであるが，耐火

度SK34以上のものが少量である事と諸種の條件に左

右され宅経済的に稼行出来る鉱量が少い事が欠点であつ

　て，資源が全く枯渇してしまわない中に，虞範囲に亘る

地質鉱床調査を実施し，これに代るべき良質耐火粘土の

新産地を確保しておく必要があ葛と思監される。（柱状

　図，印鋼省略ず）。　　　1．（昭和25年1月調査）　　　　ノ
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　　　　　三．要旨
石動山附近に良質の亜炭（距歴青炭）渾出ることは，古

くから知られていて，往時これを採掘したこともあつF

　　　　　　　　　　　　ゆ禿。今回能登綜合開発委員会の依頼により・亜炭の実態

を掴むたあに石動山附近の地表地質調査を行つた。

調査地域は龍登孚島の基部に当り標高565『mの石動

山を中心とした面積約60km2の区域であるoこ4に発

蓬する第三系1漸講1唖酷の笹P部からなり・地質

時代は上部中新世（F3－G）に属するものであるd炭層は　、

との中の極く基底に近い処に來在し，現在稼行している

八代炭磯（富山縣氷見郡八代村磯辺）の炭暦を除いては・

規模が小さい・、思警蕨定雌鰯境魅と姓成さ
れた炭暦であつて処々に露頭は発見されるが・大規模な

もあはみあたらな㌧・o然しながら地質條件から推察して

調査地域の西方の懸札砂岩及び新宮砂岩の分布区域にば

稼行可能な炭暦り賦存が予想される。’．

　　　　2．調査の精度その他

調査員地質調査久保恭輔，鈴木泰輔－

　　　地形測量　川野辰男
調査期間・昭和盟年且月1日ん27日

調査面積　概査　約60km2

　　　準精査、　4km2
使用せる地形図　実測1万分之1地形図，地理調査所

　　　　　発行5万分之1地形図，邑知潟。同

　　　　　所発行20万分之1地形図，七尾。

　　　　3．位置及び交通
調査地は石川，富山の両縣にまたがりジ宝達山脈の牝

端に位ずる石動山はその中心をなし，東に富山湾をひか

え，南は富山季野をのぞみ，西に邑知低地帯があつて，

山脈と並走する。

現地に達するには土つり主票経路がある。その一つは，

七尾線（金灘一七尾間）の良川駅から石川縣鹿島郡越路町
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